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実績報告書 

静岡県 

御前崎市立浜岡北小学校 

実 施 学 年 ： 

児 童 数 ： 

実 施 教 科 等 ： 

実 施 時 間 数 ：  

６年 

31 人（１学級） 

総合的な学習の時間 

（キャリア教育）・国語 

２５時間 

実施プログラム 地域の魅力～メディアを通して発信しよう～ 

 

●学習のねらい・学習活動・準備品・実施場所 

学習のねらい 
⚫ キャリア教育を通して、地域の素敵な景観を守っている方達やその方達の

職業、仕事内容について知り、SNS で発信する。 

学 習 活 動 

1 自分達の地域を誰が作り、守っているのか調べる。 

 （まおまお、コージーズさん、あらさわふるさと公園の管理人、神社、 

歴史を守っている人『記念館の管理人』、農業『いちご農家』、 

すずき牧場など）※誰に協力をいただくのか選ぶ。 

2 その方達について知る。（調査・取材） 

   地域の人々（販売者と消費者等）とのつながりを知る。 

3 その方達・仕事内容・商品等についてまとめ、紹介できるようにする。 

4 写真の撮り方について知る。どうしたら、より魅力的に見えるか、伝わる

かを考える。（写真映えするか。） 

5 調べたことを『発信』する。 

メディアを通して、発信する。 

準 備 品 

⚫ わたしたちの御前崎市（資料） 

⚫ デジタル端末 

⚫ 御前崎市役所広報担当に協力を求める。 

実 施 場 所 ⚫ 地域各所・教室 
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●学習の流れ  

 

場所 概要 活動記録 児童の反応 

２

時

間 

教室 1 自分達の地域を誰が作

り、守っているのか書

き出す。 

「景観」の意味を知る。 

観光地や有名人だけでは

なく、身近な物や場所の

良さ、人物にも注目する。 

御前崎市公式インスタグ

ラムを児童に見せ、自分

たちがまとめた地域の良

さをメディアを通して発

信することを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 観光地や建物など物理的

なものだけでなく、「地域

の人が仲良し」「おじいち

ゃん、おばあちゃんのノリ

がいい」など人とのつなが

りも地域の良さとして書

き出していた。 

 SNS に興味をもつ６年１

組の児童は、男女ともにイ

ンスタグラムに良い反応

を示した。 

10

時

間 

教室 2 地域の良さを作ったり

守ったりしている方達

について知る。（調査・

取材） 

地域の人々（販売者と

消費者）とのつながり

を知る。 

地域の良さを作ってい

る、守っている方たち

に、いいところだけで

なく、大変なところを

含めて、どんな思いで

仕事をしているのか、

取材する。 

  観光地を守っているのは

誰なのか困惑する様子が

見られた。 

 家の人がお店を経営して

いる児童がいて、地域の魅

力としてお店を紹介する

ために「親にインタビュー

をしたい。」と言っていた。 
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場所 概要 活動記録 児童の反応 

５

時

間 

教室 3 その方達・仕事内容・

商品についてまとめ、紹

介できるようにする。 

それぞれの魅力につい

て、初めて見る人にも伝

わりやすく簡潔に文章を

まとめる。 

伝えたい内容とともにど

んな写真を使用したいか

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 既存のインスタグラムや

HP 等を参考にしている姿

も見られた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２

時

間 

教室 4 写真の撮り方について

知る。どうしたら、よ

り魅力的に見えるか、

伝わるかを考える。（写

真映えするか。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市役所の広報担当の方を講

師に招き、写真の構図やカ

メラのことを教わると、児

童は興味津々に話を聞い

たり、カメラに触れたりし

ていた。 

〇実際に習った技法を使って

校内の写真を撮ると、「映

え写真が撮れた！」と満足

そうだった。 
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場所 概要 活動記録 児童の反応 

５

時

間 

教室 5 それぞれの写真と文章

の推敲をする。 

調べたことを様々なメデ

ィアを通して『発信』す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○互いに声を掛け合って、放

課後に公園に行く予定を

立てる様子が見られた。 

〇自分が選んだ場所や人のと

ころへ出かけ、写真を撮っ

てくる、ということが難し

い児童も多かった。 

〇文章を書くことに苦手意識

をもつ児童が多く、試行錯

誤しながら原稿作りをし

ていた。 

 

１

時

間 

教室 ６ 学習のまとめ  〇学校の HP に投稿すること

になり、多くの人に自分の

記事を見てもらえるのが

嬉しかったようだった。 

〇自分の地域の魅力に改めて

気付き、これからも大事に

していこうとする気持ち

が見られた。 
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●児童の作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●先生の声 

【実施にあたり工夫した点・苦労した点】 

 児童の興味が続く、わくわくした授業になるよ

う、児童の実態に合わせて材を考えた。 

 当初は児童が興味をもっていたインスタグラ

ムのアカウントを開設したいと思っていたが、

市の規定により開設することができなかった

のが残念だった。 

 地域の魅力を書き出したり、その場所や人につ

いて調べたりすることはできたが、実際にその

人にインタビューしたり、場所や物の写真を撮

ってきたりするのは学校外での個人作業にな

ってしまうため、なかなか進まず、また進み具

合にも個人差が生まれてしまった。 

 家で撮ってきた写真を、学校でデータとして共

有するのが難しかった。 

【児童の反応】 

 スマートフォンやＳＮＳは今の子供たちにな

じみ深いものなのだが、学校ではなかなか取り

扱うことがないため、学校でメディアを使える

ことにわくわく感を示す児童が多かった。 

 文章を書くことに苦手意識をもつ児童が多い

が、写真を撮ることは好きで、投稿もしたいた

め、原稿作りも意欲的に取り組んだ。 

【教師の変化】 

 児童がわくわくするような活動には、リスクが

伴うことに気付いた。学校で SNS を扱うにあ

たり、言葉や言い回し、写真の撮影など慎重に

行う必要があると改めて思った。 

 

 


